
’

NOB4B1993年(平成5年）
③市民憲章

3．1 広
報

わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。
ら蔵C腿ぽ緬教敵化都市をめざす市屋些型塗
りをもち､､明日への願いをこめて、ここに市民恵章を定めま或
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め翌かなあびこにします
みんなで賭しあいきまりを守り明るいあびこにします

我孫子市役所企画財政部広報広聴課
〒270-11我孫子市我孫子185日壷0471（85）1111

II-
〃

蝿
‐
型
や
蓉
澗
討
妬
鍋
抽
詩
吟
火
気
管
理
…
侭
＃
・
…
ｆ
吹
典
７
巻
刺
す

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
撚
朧
狸
議
澱
瞳
糟
ブ
胸
喜
一
障
織
韓
緋
訓
鮴
知
駐
発
郡
術
檜

期
で
す
。

昨
年
１
年
間
に
市
内
で
は
弘
件
①
渡
た
ば
こ
は
し
な
い
寝
た
ぱ
に
す
る
。

て
も
、
火
災
が
起
き
て
か
ら
で
は
▼
日
時
３
月
６
日
（
土
）
午
後
１

の
火
災
が
発
生
し
、
換
害
額
は
１
こ
は
、
火
種
が
布
団
や
衣
類
な
ど
④
仏
謹
な
ど
に
も
安
全
対
策
を
遅
い
の
で
す
。
「
な
ぜ
お
父
さ
ん
時
釦
分
か
ら
３
時
釦
分

億
６
６
５
３
万
円
に
上
っ
て
い
ま
に
落
ち
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。
灯
明
や
線
香
を
つ
け
た
ま
ま
部
屋
に
寝
た
ぱ
こ
を
や
め
る
よ
う
に
い
▼
場
所
東
消
防
署
湖
北
分
署

す
。
一
昨
年
と
比
較
す
る
と
発
生
②
ス
ト
Ｉ
ブ
に
は
燃
え
や
す
い
も
を
出
る
の
は
危
険
で
す
。
大
き
め
わ
な
か
っ
た
の
か
し
ら
：
。
」
こ
ん
▼
内
容
消
防
車
両
の
墨
丞
消

件
数
は
少
し
の
増
加
で
す
が
、
根
の
を
近
づ
け
な
い
ス
ト
ー
ブ
は
の
香
炉
や
安
全
性
の
高
い
ろ
う
そ
を
後
悔
は
し
た
く
な
い
で
す
ね
。
防
音
楽
隊
の
演
奏
、
防
火
パ
ン
フ

害
額
は
大
幅
に
埴
加
し
て
い
ま
支
炎
の
露
出
し
て
い
な
い
安
全
装
誼
く
立
て
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
安
全
な
住
宅
を
レ
ッ
ト
・
風
船
な
ど
の
配
布

火
災
は
、
慣
れ
と
油
断
か
ら
発
付
き
の
も
の
を
使
用
し
、
カ
ー
テ
。
⑤
子
供
に
は
火
遊
び
を
さ
せ
な
い
め
ざ
し
て
普
段
か
ら
、
わ
が
家
の
◎
合
同
警
防
訓
練

生
し
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
怖
い
災
害
ン
な
ど
燃
Ｚ
や
す
い
も
の
に
近
づ
環
境
を
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
は
安
心
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
お
く
こ
と
▽
日
時
３
月
３
日
（
水
）
午
前
９
↑

今
日
か
ら
３
月
７
日
ま
で
、
「
点
は
な
い
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
火
け
な
い
。
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
灌
子
供
の
目
に
触
れ
な
い
所
に
お
き
、
断
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
時
か
ら
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
我
孫
子
事
業
場

検
を
重
ね
て
築
く
火
災
ゼ
ロ
」
を
災
を
防
ぐ
と
い
う
気
持
が
緩
ん
で
物
を
干
す
の
は
禁
物
で
す
。
火
の
恐
ろ
し
さ
を
教
え
て
お
き
ま
費
用
は
無
料
で
す
の
で
、
お
近
▼
内
容
消
防
団
の
士
気
を
高
め
、

統
一
標
語
に
、
春
の
火
災
予
防
運
い
ま
せ
ん
か
。
火
災
か
ら
尊
い
生
③
錫
げ
物
を
し
て
い
る
時
は
そ
ば
し
よ
う
。
く
の
消
防
署
へ
お
気
軽
に
問
い
合
連
擁
防
御
技
術
向
上
の
た
め
の
放

動
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
時
期
は
命
と
大
切
な
財
産
を
守
る
の
は
、
礎
癖
諏
睦
函
い
霊
儒
唾
奄
締
》
住
宅
防
火
診
断
で
わ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水
訓
練

空
気
が
非
常
に
乾
燥
し
、
暖
房
器
皆
さ
ん
自
身
で
す
。

を
離
れ
る
場
合
は
必
ず
火
を
消
支
が
家
の
安
心
チ
ェ
ッ
ク
帆
峨
諦
蛎
踵
剰
緬
輌
舩
耐
壁
１
稲
防
本
部
予
防

具
な
ど
火
を
使
う
こ
と
が
多
い
た
Ⅳ
皇
馴
当
．
里
一

＃
＃
＃
や
や
＃
＃
＃
や
＃
＃
や
＃
や
＃
や
＃
や
や
や
＃
＃
や
＃
＃
＃
や
や
＃
＃
＃
＃
＃
や
＃
や
＃
＃
＃
や
や
や
＃
＃
＃
＃
や
＃
＃
＃
や
＃
＃
や
や
＃
＃

が
重
要
で
す
。
時
か
ら

点
検
を
重
ね
て
築
く
火
ロ
識
罐
蕊
謹
’
擬
鯵

災
ゼ
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昨
年
例
月
に
発
足
し
左
我
孫
子
市
国
際
交
流
協
会
（
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ａ
）

が
そ
の
設
立
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
入
会
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
３
月
７
曰
（
日
）
我
孫
子
市
民
会
館
で
、
〃
あ
び
こ
国

際
交
流
ま
つ
り
鯛
″
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、
元
ブ
ロ
ー
Ｚ
一
ス

プ
レ
ー
ヤ
ー
佐
藤
直
子
氏
の
講
演
や
南
米
・
イ
ン
隙
ネ
シ
ア
の
民

族
舞
踊
、
ユ
ニ
セ
フ
写
真
展
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
入
会

も
で
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

I

時 3月7日（日）

午前10時から午後2時20分

市民会館（入場無料）

修日

少場所

プ
ロ
テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し

て
、
全
豪
オ
ー
プ
ン
や
フ
レ
ン
チ

オ
ー
プ
ン
、
ウ
イ
ン
ブ
ル
ド
ン
な

ど
世
界
で
活
躍
。
テ
ニ
ス
留
学
・

海
外
遠
征
な
ど
で
の
豊
富
な
経
験

に
基
づ
い
た
、
貴
重
な
お
話
を
ど

う
ぞ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

▼
演
題
世
界
に
目
を
向
け
て

▼
講
師
佐
藤
直
子
氏
（
元
プ
ロ

テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
）
‐

▼
時
間
午
前
、
時
か
ら
正
午
ま

で▼
定
員
先
着
１
０
０
０
名

イ
ベ
ン
ト

佐
藤
直
子
講
演
会

甜

1
9

佐藤直子氏

全
性
を
多
角
的
に
チ
ェ
ッ
ク
・
診
普
及
、
通
報
・
・
避
難
誘
導
訓
練
な

断
し
、
火
災
の
危
険
性
を
減
ら
す
ど

た
め
に
改
善
す
べ
き
点
が
あ
れ
ば
◎
消
防
団
放
水
訓
練

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
「
住
宅
防
火
診
▼
日
時
３
月
７
日
（
日
）
午
前
９
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｜ﾕﾆｾﾌ写真展
|UMEEFとLittleFriends
ヤ

I－この輝きを未来へ一、

トひらはやっとむ

|平早勉世界の子ども写真展
’「世界の未来を知りたければ､世
|界の子どもたちの姿を見ればよい』
Iをテーマに、世界69か国の街角や

|継縦謙職野を

|撫
↓

’し展示点数80点(大会議室）
'し時間午前10時-午後2時20分
も二一二三二三二一一＝一一二=二-三二一二言二=三二二三二一一三一一三=二

《
里
。
．
，
’
○
ワ
ー
。
，
’
、
咳
，
○
画
●
▲
■
Ｔ
Ａ
４
Ｉ
‐
町
０
１

◎
南
米
の
舞
踊

習
志
野
市
に
住
む
外
国
人
や
海

外
で
の
生
活
経
験
が
あ
る
主
婦
な

ど
を
中
心
に
、
国
際
交
流
を
目
的

に
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
「
ア
ミ
ー
ゴ
ス
（
ス
ペ

イ
ン
語
で
仲
間
と
い
う
意
味
）
」
の

憎
熱
的
な
踊
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
時
間
午
後
１
時
釦
分
か
ら
１

時
弱
分
ま
で

◎
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
舞
踊

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
学
生
や
イ
ン

民
族
舞
踊

ド
ネ
シ
ア
舞
踊
を
習
っ
た
日
本
人

な
ど
が
中
心
に
な
っ
て
、
バ
リ
ダ

ン
ス
や
ス
マ
ト
ラ
民
族
舞
踊
な
ど

の
公
波
活
動
を
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
、
「
ス
カ
ル
ム
カ
テ
ィ
（
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
語
で
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
花

と
い
う
意
味
）
」
の
優
雅
な
踊
り
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
時
間
午
後
２
時
か
ら
２
時
加

分
ま
で

囮
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
国
際

交
流
協
会
事
務
局
（
市
役
所
企
画

課
内
）
壷
（
顕
）
１
１
１
１
内
線
２

７
１

一口

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

I

‐
‐
ィ
０
に
沈
匂
９
‐
Ｊ
｝
、
》
／
〆
一

一
．
歯
み
が
き
相
談
歯
科
医
師
▼
魂
師
生
山
匡
氏
（
財
団
法
一

一
に
よ
る
相
談
や
歯
そ
う
の
う
ろ
人
健
康
・
体
力
づ
く
り
事
業
財
一

一
う
の
チ
ェ
ッ
ク

団
、
主
任
研
究
員
）

一
一
．
健
康
チ
ェ
ッ
ク
身
体
測
定
、
圏
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
一

一
体
重
バ
ラ
ン
ス
、
肺
活
量
、
尿
ｌ
霊
（
師
）
１
１
３
１

一一一一一一一一一
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健康まつり|I9

回
｜｜

惨テーマあるこう。あそぼう健康のもと’’
1F

惨日程3月6日(土)、7日(日）’
，場所保健ｾﾝﾀー(午前,0時~午後4時）｜

｜｜

，ど者◎対◎に◎く◎の市◎の◎検し
§呉家蕊亥奮學子雪饒提喫宣啓藥査|’

－

１
１
１

b

ヤ

◎
講
演
会
（
午
後
１
時
～
３
時
、
一

先
着
１
５
０
名
）

▼
テ
ー
マ
今
日
か
ら
は
じ
め
一

よ
う
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
一

下鶏基地 米軍機使用絶対反対の

午後
1時
1

3時

前
時
．
午

午
、
～
正

６
日
（
土
）

７
日
（
日
）

ｂ
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震
に災

今
築
物 (今日から7日まで建築物防災週や

地
震
、
が
け
崩
れ
等

よ
り
、
建
築
物
の
被
害

日
か
ら
７
日
（
日
）
ま
で
、
建

防
災
週
間
で
す
。
毎
年
、
火

あな潅鯵鰯鍵鋼識
陰麦糞実雪曹鯵

ヘ

１
１
１

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

昭
和
配
年
狸
月
”
日
に
、
発

生
し
た
千
葉
県
東
方
沖
地
震
で

は
、
多
く
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石

塀
が
倒
れ
、
尊
い
人
命
が
失
わ

れ
ま
し
た
。
被
害
に
つ
い
て
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
基
準
に
合
わ
な
い
粗
悪
な

施
工
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
塀
は
正
し

く
造
ら
な
い
と
危
険
で
す
。
正

し
い
造
り
方
を
し
て
い
な
い
も

の
は
補
強
工
事
で
安
全
な
も
の

に
す
る
な
ど
、
危
険
な
塀
を
な

く
す
よ
う
み
な
さ
ん
も
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
建
築
指
導
課

４
月
１
日
か
ら
新
た
に
整
伽
さ

れ
る
我
孫
子
駅
南
口
自
転
車
駐
車

場
（
左
図
参
照
）
は
有
料
化
に
な

り
ま
す
。
有
料
化
の
理
由
は
、
自

転
車
駐
車
場
と
し
て
の
整
備
お
よ

び
施
設
の
維
持
管
理
等
に
多
大
な

費
用
を
要
す
る
た
め
、
受
益
者
負

担
の
原
則
か
ら
、
使
用
者
の
皆
ざ

ん
に
費
用
の
一
部
を
負
担
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

駐
車
場
の
収
容
台
数
は
、
自
転

車
１
７
０
０
台
、
原
動
機
付
自
転

車
１
０
０
台
で
す
が
、
収
容
能
力

'．

<1号車停留所＞（停留所の変更箇所は瞳。）
を
考
慮
し
、
駅
か
ら
５
０
０
〆
Ｉ

ト
ル
以
内
に
お
住
ま
い
の
人
は
当

駐
車
場
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
限
ら
れ
た
駐
車
場
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
で
き
る
だ
け
徒
歩
に
よ
る
通
勤

通
学
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

今
後
も
交
通
機
関
へ
の
働
き
か
け

や
道
路
網
の
整
備
な
ど
交
通
手
段

の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
現
在
使
用
中
の
貨
物
線

跡
地
自
転
車
駐
車
場
は
、
３
月
虹

）
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
聖

４
月
１
日
か
ら
巡
回
バ
ス

の
運
行
時
間
を
変
更

西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

上図は我孫子駅を中心とした半径

500メートルのおよその位置です（ ）

評
）

利
用
の
方

〈2号車停留所＞（停留所の変更箇所は厘国）
し

？

へ

昭
和
鎚
年
４
月
に
改
選
さ
れ
た

天
王
台
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委

員
の
任
期
が
満
了
に
近
づ
い
た
た

め
、
土
地
区
画
整
理
法
第
記
条
の

規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
執
行

し
ま
す
。

◎
審
溌
会
委
員
選
挙
に
伴
う
法
的

手
順
▼
委
員
定
数
返
名
（
う
ち
２
名

天
挫
王
邉
口

８

審
女
議
、
会

を
踏
ま
え
、
市
で
は
利
用
者
の
皆

さ
ん
の
利
便
性
を
第
一
に
、
４
月

１
日
か
ら
新
た
に
巡
回
バ
ス
の
運

行
時
間
（
上
図
参
照
）
等
を
変
更

し
、
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
も
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
薬
草
園
を
運
営
し
て
く
だ
さ
る

方
を
募
集

西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
敷

地
内
に
様
々
な
薬
草
や
草
花
を
集

め
た
薬
草
園
を
整
術
し
ま
し
た
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
新
し
い
活

動
の
場
と
し
て
、
当
園
を
運
営
し

て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
直
接
電
話
で
西
部

福
祉
セ
ン
タ
ー
霊
（
頤
）
５
８
１
８

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、
「
年

金
穣
立
金
還
元
融
麦
査
金
」
に
よ

り
、
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

は
学
誠
経
験
者
か
ら
市
長
が
選
任
）

▼
任
期
５
年

▼
選
挙
人
名
簿
選
挙
期
日
の
公

告
日
（
１
月
翠
旦
か
ら
加
日
を

経
過
し
た
日
（
２
月
ｎ
日
〉
に
お

け
る
施
行
地
区
内
の
宅
地
の
所
有

者
お
よ
び
借
地
権
を
有
す
る
人
で

当
該
選
挙
に
お
い
て
選
挙
が
で

き
る
人
の
氏
名
、
住
所
、
性
別
、

土
一
地
区

凸
白
申
Ｌ
ウ
も委
“
員

●

①
。
■
夕

●

ｇ

●

‐
の
◆

◇
・
ク
何

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
国
民
健

康
保
険
証
は
、
３
月
誕
日
で
有
効

期
限
が
切
れ
、
４
月
１
日
か
ら
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

新
し
い
保
険
証
の
色
は
、
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
が
（
さ
く

ら
色
）
に
国
民
健
康
保
険
退
職
被

保
険
者
証
は
（
銀
ね
ず
み
色
）
に

そ
れ
ぞ
れ
変
わ
り
ま
す
。

◎
保
険
証
の
更
新
方
法

①
新
し
い
保
険
証
を
、
世
帯
主
に

直
接
郵
送
し
ま
す
。

３
月
四
日
ま
で
に
新
し
い
保
険

証
を
郵
送
し
ま
す
。
保
険
証
が
届

き
ま
し
た
ら
、
住
所
、
氏
名
等
記

載
事
項
に
誤
り
が
な
い
か
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
古
い
保
険
証
は
、

国
保
年
金
課
ま
た
は
鰻
寄
り
の
支

所
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
新
し
い
保
険
証
は
手
元

に
届
き
次
第
使
用
で
き
ま
す
。

②
国
民
健
康
保
険
税
滞
納
世
帯

「
保
険
狂
の
更
新
に
つ
い
て
」
と

い
う
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す

保
険
証
の
か
わ
り
に
ハ
ガ
キ
に

よ
る
通
知
が
い
き
ま
し
た
ら
、
国

保
税
を
完
納
の
う
え
、
次
の
も
の

を
持
参
し
、
国
保
年
金
課
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

生
年
月
日
を
記
減
し
た
も
の
を
作

成
し
、
２
週
間
縦
覧
し
ま
す
。

こ
の
選
挙
人
名
簿
に
異
議
の
あ

る
人
は
、
文
書
に
よ
り
縦
覧
期
間

内
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
選
挙
人
確
定
選
挙
人
名
簿
に

記
戦
さ
れ
た
人
が
、
名
簿
の
な
か

か
ら
委
員
を
選
挙
し
ま
す
。

▼
立
候
補
制
選
挙
人
名
簿
が
砿

国
湧
醗
繭
驫
雄

？ ヤ

p

▼
持
参
す
る
も
の
＊
〈
ガ
キ

「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
更

新
に
つ
い
て
」
＊
印
鑑
＊
旧

保
険
者
証
＊
平
成
４
年
度
国
民

健
康
保
険
税
領
収
書
＊
身
分
を

証
明
す
る
も
の
蓮
転
免
許
証
笠

▼
受
付
時
間
月
峨
日
か
ら
金
蝿

日
の
午
前
９
時
か
ら
正
午
、
午
後

１
時
か
ら
４
時

な
お
、
納
税
相
談
も
国
保
年
金

課
で
行
っ
て
い
ま
す
。

国
保
税
の
納
入
に
は

便
利
な
口
座
振
替
を

平
成
５
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
の
納
入
通
知
書
は
、
６
月
中
旬

に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
は
、
病
気
や

ケ
ガ
等
必
要
な
給
付
を
行
う
た
め

の
重
要
な
税
金
で
す
。

こ
の
保
険
税
は
、
被
保
険
者
相

互
の
負
担
能
力
に
応
じ
て
課
税
さ

れ
て
い
ま
す
。
納
期
内
の
給
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
〃
つ
い
う
っ
か
り
″
を

な
く
す
た
め
に
も
論
ぜ
ひ
納
税
は

市
内
金
融
機
関
（
郵
便
局
は
除
く
）

の
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課

定
す
る
と
立
候
袖
届
の
受
付
が
開

始
さ
れ
ま
す
が
、
立
候
袖
さ
せ
た

い
人
の
承
諾
を
得
て
立
候
補
推
せ

ん
届
を
提
出
し
、
そ
の
選
挙
人
を

候
補
者
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
投
票
投
票
は
定
め
ら
れ
た
選

挙
会
場
で
、
投
票
期
間
中
に
単
記

無
記
名
で
行
わ
れ
ま
す
。
投
粟
で

き
る
人
は
、
確
定
選
挙
人
名
簿
に

記
載
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

な
お
、
立
候
袖
の
数
が
定
数
を

超
え
な
い
場
合
は
、
候
袖
者
を
も

っ
て
当
選
人
と
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
区
画
整
理
課

鵬蕊溌

我孫子駅南口
自転車駐車場(第1）

｜

’番号‘

西部福祉センタ一発
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2

3

4
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鷲神社入口前

中央睡気本店前

鈴木堀装前

1回目
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9：25
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9？32

2回目
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10：”

10：23
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10:3q
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11弓I

12

13
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15

16

豪廃止する停留所（寝装ナカジマ前・第一生命前）

口宅前

葵開発前

轌屋砦松店肋

ドﾖ蝉ふう渉濡翻鈍司享訂司
峯岸設備工業前

関口商店前

サニーヴィラオカトー肋

婆子原公園前（市水逝局下）

コージツ前（旧アピコドライプイン）

91

9

9
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9

9

鈩
一
』
“

9：57

:36

38

41

宣筈

:47

50

51
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1C

l（

10：57

:36

38

41

45

47

50

51

53
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白山自転車

駐車場(無料）

区分
(鰹淵識'""）

fl転車

原動機付

自転車

定期使用

一時使用

定期｛

一時使用

一般

学生、lﾘ｡f家腿

及び父子家族

用

使用料

1月

1,030円

(720円）

820Iu

(720円）

100円

2,060円

200円

3月

2,780円

(1,850円）

2,160円

(1,850円）

5,870円

6月

4,940円

(3,090円）

3,700円

(3,090円）

11，120円

番号

西部福祉センタ一発
j万

L

2

3

4

5

6

7

81

9F1

10

11．

12

113=’

M

ス男一ション･(地番）

|=

ﾛーﾔﾙfｸ必--ﾆﾝグ前〈づく陛野6-4-3)､iぞh

バラェティーショップジョィフル前

あさひ屋食堂伽

ヤクルト我孫子センター前

伊藤宅前

染谷小厩斗医院前

.‘潔ﾆﾕｿし鐙瀦測(傘2謡鋤’

津田川尭前‘娠戸趣蛎一壁馴I

#“宅醐:(台田3="~f5)牙醗遥
大塚駐車泌前

‐ﾛ。'､

‘木村薬品術甑戸1“鮨17）鴨、1
－三二三写

へアースタジオナゴヤ前

1回目

『’
I

I

Ｊ
Ｏ
ｑ

ｐ
Ｈ
も
』

炉
Ｌ
ｕ

9

91！

9

9

'9

9

P

a

10：01

,26

27

31

36

39

:41

42

竜

'461

49ｺ

亦

54'

55

58

2回目

10識2＃

10W27

10：31

10：36

10：39

10：41

10？42

#心461
~ﾖ卸

1仏剰9…
凸

｡館59

ﾕ鰹5‘
10

10

1］

55

b

齢1

F

li81
■

:01

2月23日(火）

3月8日(月）

3月15日(月）

3月24日(水）

3月29日(月）

3月30日(火）

4月5日(月）

4月18日（日）

4月19日(月）

#醗冒難専項“畔_ii
選挙人名揮の縦覧開始、異議の申立開始

選挙人名椰の縦覧股終日、異溌の申立妓終日

選挙人名簿を修正した珊合の公告､選挙人名薄の確定

選挙すべき委貝の数の公告

立候補届および立候袖推せん届受付開始

立候袖屈および立候補推せん屈最終日

候袖者の氏名および住所の公告

投票を行わない場合の公告

選挙符理者および立会人の任命

選挙場並びに投票時iM1および開菜日時の公告

投票日、開票日

当選人の氏名、住所の公告および当選人への通知
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一

▼
時
間
午
前
９
時
釦
分
か
ら
ｎ

時
”
分
（
第
２
回
の
み
午
後
１
時

か
ら
３
時
）
開
始
、
分
前
に
は
受

付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
と
筆
記

用
具
は
毎
回
。
第
１
回
．
２
回
は

バ
ス
タ
オ
ル
ー
枚
（
体
操
時
に
必

要
）
。
第
３
回
は
歯
ブ
ラ
シ
。

こ
れ
か
ら
、
父
親
、
母
親
に
な

る
方
、
ぜ
ひ
ご
夫
婦
で
ご
参
加
を
。

▼
日
時
３
月
廻
日
（
土
）
午
前
９

時
釦
分
か
ら
ｎ
時
（
受
付
は
当
日

午
前
９
時
巧
分
か
ら
）

▼
内
容
＊
頚
雲
り
映
写
「
母
と
子

の
き
ず
な
」
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

呂
の
入
れ
方
（
実
習
）
＊
そ
の
他

B胃の圓購休圓当番医
ユ
公
（
〃
）
１
１
３
１

（
湖
北
駅
南
口
徒
歩
２
分
）

扇健溌ガイ夢戸

司型『

し診療時間午前9時から午後5時

し持参するも海、保険註と診療費

湖
北
台
１
の
胆
の
燗

健
セ
ン
タ
ー
で

Ｉ卜
知
出
Ｊ
１
Ｉ
Ｍ
昭
０
咀
叩
日
日
，
日
１
１
１
１
‐
１
１
１

’ 身
体
計
測
、
赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
栄

養
相
談
、
歯
科
相
談
、
育
児
等
に
つ

い
て
の
細
か
い
相
談
を
行
っ
て
い

ぐ
母
親
学
級
日
程

0

I
１
１

ー －ウーマ畢一一画＝今一一凸今

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
を
。

▼
日
程
３
月
２
日
か
ら
詔
日
ま

で
の
毎
週
火
峨
日

▼
受
付
時
間
午
前
９
時
巧
分
か

ら
９
時
妬
分
（
該
当
児
）
、
午
前
９

時
躯
分
か
ら
、
時
釦
分
（
そ
の
他

相
談
の
あ
る
方
）

▼
対
象
＊
平
成
４
年
ｎ
月
生
ま

れ
（
通
知
が
い
き
ま
す
）
＊
Ｏ
～
６

歳
児
（
相
談
の
あ
る
方
）

※
乳
児
検
診
は
母
子
健
康
手
帳
の

無
料
券
（
３
～
６
か
月
用
、
９

～
皿
か
月
用
）
を
利
用
し
、
医
癖

機
関
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

１
歳
半
の
頃
は
、
基
本
的
な
生

活
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
大
切

な
時
期
で
す
。
両
親
の
役
割
を
見

つ
め
な
お
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
程
＊
３
月
４
日
（
木
）
・
・
・
平

成
３
年
８
月
１
日
～
お
日
生
ま
れ

＊
３
月
ｎ
日
（
木
）
・
・
・
平
成
３
年
８

Ｉ

ツ
ベ
ル
ク

お
よ
び
判

１
１
１
！

占
日
■
’
０
■

1

11

刺
刷
別
‐
Ⅲ
到
り
釦
町
可
小
小
町
ｌ
心
血
珂
厚
“
唖
△
剛
炉
‐
ｌ
Ｑ
刷
り
肌
馴
励
刷
Ｎ
Ｉ
Ｊ
ｍ
佃
山
０
呵
制
釧
卸
Ⅶ
叩
阿
山
罰
則
刈
門
が
凹
創
、

。

６

『

■■

▼
時
間
午
後
１
時
釦
分
か
ら
３

時
（
受
付
、
午
後
１
時
か
ら
１
時
釦
分
）

▼
申
し
込
み
電
話
ま
た
は
直
接

お
い
で
く
だ
ざ
い
。

司
肩
こ
り
・
腰
痛
教
室
日
程

１
１
１
１
１

保
継
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
症
予
防
の
た
め
に
講
減

会
を
行
い
ま
す
。
夫
婦
で
ご
一
諸

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
．

▼
日
時
３
月
６
日
（
土
）
午
後
１

時
釦
分
か
ら
４
時

▼
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
ア
ル
ユ
ー
ル
依
存
症
の

本
人
・
妻
・
娘
の
立
場
か
ら
の
体

験
談
、
講
演
「
酒
と
健
康
」
（
酒
と

身
体
障
害
）

▼
議
師
山
田
耕
一
氏
（
国
立
久

里
浜
病
院
第
３
精
神
科
医
長
）

■
９
８
５
日
■
Ｂ
■
１
１
凸
副
、
Ⅲ
冊
馴
Ⅱ
１
汀
ｑ
０
ｉ
Ｂ
Ｚ
Ⅱ
１
１

▼
日
時
３
月
調
日
（
月
）
受
付
午

後
１
時
釦
分
か
ら
１
時
空
分

▼
場
所
柏
保
健
所
（
無
料
）

▼
対
象
心
臓
病
を
心
配
さ
れ
る

廻
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
。

▼
内
容
小
児
科
医
に
よ
る
診
察

指
導
、
胸
部
Ｘ
線
、
心
電
図
な
ど

▼
申
し
込
み
３
月
聖
日
（
水
）
ま

で
に
電
話
で
予
約
が
必
要

⑥
雪
一
赤

圓亀亀
企，＆蕊謬

零粒＝ー
℃P亦電等.ご筥落1エー皇

説明会・交流会は3月29日（月）

赤十字奉仕団(県内6万3100人)は赤十字

事業の推進役として社員増強や献血運動

の協力のほか、独居老人友愛訪問など、
積極的な活動をしています。この赤十字
のボランティア活動にご協力いただける

方を募集しています。興味のある方は、
ぜひ説明会・交流会にご参加ください。

少日時3月29日(月)午前11時から午後

2時（鋤ﾛ無料､昼食は用意します）

少場所寿市民センター（商工会館内）
〃申し込み・問い合わせ電話で3月23

日(火)までに厚生課社会係冠(85)1111'､

l
I|

、

３
０
口
１
１
１
１
１
１
，
山
肌
川
細
郷
川
Ⅱ
川
畑
泗
咀
咽
咀
狙
旧
旧
旧
旧
旧
桓
酒
恒
個
掴
画
ロ
ロ
■
ロ
ロ
ロ
ロ
■
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
■
■
■
■
。

▼
日
時
３
月
９
日
（
火
）
受
付

午
後
０
時
唖
分
か
ら
１
時
輻
分

▼
場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
平
成
元
年
廻
月
生
ま
れ

（
通
知
が
い
き
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
尿

▼
日
時
３
月
翠
日
（
月
）
午
後
２

時
釦
分
か
ら
４
時
釦
分

▼
場
所
柏
高
島
屋
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
モ
ー
ル
Ｓ
館
８
階
「
ス
ペ
ー
シ

ア
ム
」
（
入
場
無
料
、
駐
車
場
無
し
）

▼
購
演
「
エ
イ
ズ
の
感
染
か
ら
身

を
守
る
た
め
に
」
松
本
孝
夫
氏

▼
鱗
師
松
本
孝
夫
氏
（
順
天
堂

大
学
識
師
、
医
学
博
士
）

ワ

’
一一

一

』■q■、

L

親

学
級
『

鍔
し
あ
わ
せ
学
級日 病院・医院名 電語

7日

14日

20日

21日

28日

我孫子東邦病院

天王台整形外科

我孫子つくし野病院

星野医院

82-8166

82-5071

84-2211

88-2248

アビコ外科整形外科病院

小倉外科内科

我孫子聖仁会病院

原田医院

平和台病院

長田内科・胃腸科

82-0165

88-3111

88-3231

89-1111

89-3101

84-7321

育
児
相
談

第1回

第2回

第3回

3月10日

(水）

3月12日

(金）

3月19日

(金）

･妊娠中、産後の生活

:妊婦体操（実習）

産科医の話（妊娠中の異常と
お産の経過

･妊婦体操（実習）

･妊娠中の歯科衛生（歯みがき
実習）

･妊娠中の栄菱

･赤ちゃんの謎溌

3月1日から

子寓がん検診

銭籍蒋を鵜繊

平
成
５
年
度
の
子
宮
が
ん
検
診
な
お
、
同
時
に
成
人
病
健
診

は
、
３
月
１
日
か
ら
受
け
付
け
を
（
如
歳
以
上
は
血
液
検
査
）
も
実

開
始
し
、
４
月
型
日
（
水
）
か
ら
実
施
し
ま
す
。

施
し
ま
す
。
▼
対
象
釦
歳
以
上
の
市
内
在

こ
の
検
診
を
受
け
て
、
が
ん
の
住
の
女
性

早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
し
ま
し
▼
検
診
期
間
４
月
か
ら
７
月

よ
う
。
定
期
的
に
検
診
を
受
け
て
ま
で
（
予
定
）

い
る
方
も
今
ま
で
１
度
も
検
診
を
▼
愛
用
無
料

受
け
た
こ
と
が
な
い
方
も
こ
の
機
▼
申
し
込
み
保
健
セ
ン
タ
ー

会
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
壷
（
師
）
１
１
３
１
（
電
話
予
約
）

制
懸
ｅ
か
肩
児
健
塵
診
査

夜間の急病似ときは

鎖
ｗ
握
り
噂
勢

ム
シ
歯
予
防
教
室

肩
こ
り
腰
痛
教
室

Ｊ
１
■
‐

栄
養
相
談

三種混合

１
期
は
生
後
蚫
か
月
か
ら
妃
か
月
未
満
（
３
～
８
週
間
隔
で

３
回
接
種
）

２
期
は
１
期
終
了
後
廻
～
咽
か
月
未
満
に
１
回
接
種

〔
二
種
混
合
（
破
傷
風
・
ジ
フ
テ
リ
ア
）
を
受
け
る
場
合
は
、

医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
〕

麻疹

（はしか）

生
後
週
か
月
か
ら
”
か
月
未
満
の
幼
児
（
１
回
接
種
）

な
お
、
生
後
肥
か
月
か
ら
邪
か
月
ま
で
に
接
種
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
（
８
月
を
除
く
年
間
）

／

該
当
児
お
よ
び
接
種
期
間

ア
ル

コ
ー
ル
問
題
購
演
会

精
神
衛
生
相
談

日程

3月2日

(火）

3月9日

(火）

3月16日

(火）

3月23日

(火）

主な内容

･身近な継康法（話）
･体操（深呼吸・体を動かす坐本）

･食率診断

･栄養のバランスをとるために

．正しい歯のみがき方と歯そうのう

ろうの予防

･屑こ')腰揃予防の体操

･屑こり腰揃予防の体操

(体の状態を見ながら体操を行います）

療
育
相
談

日
本
人
に
多
い
消
化
器
の
ガ
ン
は
、
ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
間
違
っ

健
康
メ
モ
⑫
そ
の
露
と
藻
幕
に
関
し
て
た
自
信
ガ
ン
を
費
さ
れ
る

は
世
界
で
も
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
り
こ
と
へ
の
恐
怖
、
多
忙
な
ど
が

ガ
ン
の
大
部
分
は
身
体
の
表
ま
す
。
で
は
ど
う
し
て
進
行
し
た
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

面
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
ガ
ン
が
現
在
で
も
多
い
か
と
い
う
現
在
で
は
ま
だ
ガ
ン
を
予
防

か
な
り
進
行
し
な
い
と

で
き
る
段
階
に
は
至
っ

轤
率
黙
胃
ガ
ン
検
診
識
』
難

初
期
の
う
ち
に
発
見
し
を
受
け
る
機
会
の
な
い

に
く
い
の
で
す
。
ガ
ン
が
あ
る
と
、
ガ
ン
を
早
期
の
う
ち
に
発
見
方
は
ぜ
ひ
年
に
一
度
の
検
診
を

大
き
さ
（
深
さ
）
に
達
す
る
ま
で
す
る
機
会
を
逃
し
て
い
る
場
合
が
受
け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

に
発
見
し
治
療
を
す
れ
ば
、
再
多
い
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
す
。

発
の
心
配
な
く
治
癒
で
き
る
こ
そ
の
理
由
の
多
く
は
、
ガ
ン
に
対
▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医

と
は
明
確
な
事
実
で
す
。
す
る
無
知
と
、
自
分
だ
け
は
か
か
師
会
貧
配
）
５
５
２
５

心
臓
療
育
相
談

つ

關
児
健
康
診
査

ﾆエ

１

１

１

１

Ⅱ

’

’

’

１

１

１

６

０

６

口

日

日

■

１

８

■

日

日

■

日

日

■

■

■

ａ

イ
ズ
対
策
購
演
＝
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■
ｑ
Ｌ
■
■
■
■
４
．
１
１
Ⅱ
０
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
１
１

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
楽
し
い

お
話
を
し
ま
す
。
４
歳
か
ら
９
歳

く
ら
い
ま
で
の
ち
び
っ
子
集
ま
れ

▼
日
程
＊
３
月
４
日
（
木
）
、
過

日
（
木
）
市
民
会
館
第
４
会
議
室

春
の
足
音
が
、
聞
こ
え
ま
せ
ん

か
？
春
を
さ
が
し
に
行
っ
て
み

よ
う
と
い
う
人
に
お
す
す
め
の
本

を
ご
案
内
し
ま
す
。

▼
書
名
（
著
者
）
幸
日
本
桜
名
所

百
選
（
日
本
さ
く
ら
の
会
編
）

＊
東
京
花
探
見
（
小
山
和
）
＊
花

の
山
旅
釦
コ
ー
ス
「
東
京
周
辺
」

（
紀
村
朋
子
綱
）
＊
鎌
倉
・
花

の
古
寺
釦
（
大
貫
茂
）
＊
東
京

樹
木
探
検
（
東
京
樹
木
探
検
隊
）

＊
春
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
（
岩
淵

欣
治
）
＊
・
川
を
楽
し
む
（
リ
バ

ー
フ
ロ
ン
ト
整
備
セ
ン
タ
ー
編
）

＊
自
転
車
コ
ー
ス
ガ
イ
ド
「
関
東

エ
リ
ア
」
（
中
村
賢
治
）
＊
歩
い

て
み
よ
う
雑
木
林
（
山
岡
文
彦
）

＊
東
京
路
上
探
検
記
尾
辻
克
彦
）

図
室
案
内

春
を
楽
し
む

鐙
市
民
図
書
館

霧
湖
北
台
分
館

串
布
佐
分
館

零
移
動
図
垂
館

蕊
一

は
な 図

書
館

だ
よ
↓
り

云
（
副
）
１
１
１
０

壷
（
印
）
３
０
５
５

云
（
的
）
１
３
１
１

壷
（
師
）
０
９
０
９

、
！
！
・
１
１
１
．
ド

ー

ー

◎
湖
北
台
分
館

（
油
絵
）

▼
作
品
・
作
者
静
物
（
Ｆ
８
）
：
・

小
棹
長
子
（
つ
く
し
野
）
お
人
形

（
Ｆ
８
）
…
鈴
木
裕
子
（
布
佐
平
和

台
）
秋
映
（
Ｆ
８
）
：
．
高
橘
來
二

（
湖
北
台
）
旧
古
河
邸
（
Ｆ
型
：
．

花
水
祥
子
（
新
木
野
）
山
里
の
春

（
Ｆ
即
）
：
森
田
撰
三
中
里

◎
布
佐
分
館

（
油
絵
）

＊
３
月
ｎ
日
（
木
）
、
妬
日
（
木
）
布

佐
分
館
お
な
は
し
の
へ
や

▼
時
間
午
後
４
時
～
４
時
釦
分

そよがぜ号(:番館:)S月の日程(蕊）
|曜日I 日 ・堀所｜時間(午後）

湖北地区公民館1:20～1:50

中峠亀田谷公園2:10～2:50

柴崎台4号公園3:10～4:00

布佐南近隣センター2:00～2:40

新木児童公園3:00～4:00

久寺家あけぼの公園2:00～2:45

束急ショッピングセンター裏3:00～4:00

天王台東児童公園2:00～2:50

浅野谷3号公園3:10～4:00

三洋電機社宅入口1:30～2:15

丸石家具駐車場2:30～3:00

台田池尻公園3:20～4:00

根戸近隣センター2:00～2:40

束急ｼｮｯビﾝグｾﾝﾀー裏|3:00~4:00

’
３
．
Ｗ

水 中

鳫窯４
．
肥 碓
一
一
際
一
一
霊
陪
聴

【
ｎ
Ｊ
●
《
ｕ
》１

▼
作
品
・
作
者
春
の
訪
れ
（
返

号
）
、
緑
の
風
（
哩
号
）
、
残
照
（
狸

量
寒
い
朝
壷
号
）
…
伊
藤
三
一

（
布
佐
平
和
台
）

▼
展
示
期
間
３
月
４
日
（
木
）
か

ら
４
月
６
日
（
火
）
ま
で

－〈平成5年度 ／

！
０
４

台
Ｈ
０
ｑ
ｎ
万
全

水

蕊 蕊‘将。《箪
零{宣--垂･皇、

灘鰯雲誌鰯考W:｡)

Ｅ
Ｊ
ｐ凋
域 &鐸 『少…

|"’ &’木

（
生涯学習にむけて

なお、応募方法は

筐F丁 121○

26

1

1期間
I

‘内容 、購師名
■F1L

I

問い合わ‘ぜ

（申込方法）

グルー

プ名
受購料月額

（定員）
溺
所

受鷹日
’

往復ハガキで

布佐平和台3－10－1
本田紀子
念(89)2559

第1．3土珊日

午前10時
から正午

蒲
付

自分で藩る
着付けの基礎

1,500円

(20名）乳
幼
児
を
持
つ
親
な
ら
誰
で

も
、
突
然
の
け
が
や
病
気
に
あ

わ
て
た
経
験
が
い
く
度
と
な
く

あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
ん
な
経
験
を
「
わ
つ
ノ
・
ど

う
し
ょ
う
」
と
い
う
冊
子
に
ま

と
め
た
の
が
、
な
か
よ
し
グ
ル

ー
プ
こ
ぐ
ま
ち
ゃ
ん
。

「
子
供
を
育
て
る
っ
て
、
病

田1コ座子

識蠅間⑭
平成5年
4月

平成6年
3月

子供の基本体操

昭和62年4月
から

63年3月生ま
れまで

3月17(水)午後1時

30分より中央公民館
前で受付

字都木元美
a048(253)2090

毎週水附日(午

A組1時～2
B組2時～3
C組3時～4

干後）

2時

3時
4時

子
供
体
操

中1,500円

(80名）
川島省一

なかよしグループ

こぐまちゃん
央

往復ハガキで

泉5－l

須藤順子

a(84)6204(午後7
時以降）

婦
人
体
操

平成5年
4月
I

9月

毎週木剛日

午前10時
から正午

美容と他康の
ために

10500円

(40名）
商橘美代子 公

気
な
ど
不
安
な
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
。

み
ん
な
の
共
通
の
悩
み
で
す
」
と

代
表
の
石
川
ざ
ん
。

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
の
対

処
方
法
や
周
辺
の
医
療
機
関
の
対

応
な
ど
、
自
分
た
ち
の
体
験
を
集

め
て
認
ペ
ー
ジ
の
冊
子
を
作
っ
た
。

き
っ
か
け
は
、
「
こ
ん
な
情
報
を

ま
と
め
て
お
き
た
い
ね
」
と
い
う

会
員
の
一
言
。
早
速
、
出
版
の
知

識
の
あ
る
お
母
き
ん
が
中
心
に
冊

子
作
り
が
始
ま
っ
た
。

記
事
書
き
か
ら
コ
ピ
ー
に
よ
る

印
刷
ま
で
す
べ
て
お
母
さ
ん
た
ち

に
よ
る
手
作
り
だ
。

こ
ぐ
ま
ち
ゃ
ん
は
、
つ
く
し
野

周
辺
の
乳
幼
児
を
持
つ
母
親
た
ち

の
グ
ル
ー
プ
。
堰
初
は
４
，
５
人

が
親
ぼ
く
の
た
め
に
集
ま
っ
て
い

た
も
の
が
、
５
年
の
問
に
約
釦
人

錐
、
１
１
１
１
○
口
１
１
㎡

丹
、
呼
吸
他
販
法

民
往復ハガキで

若松143-10

寓亜やす
壷(82)5366

妊週木lMIJ

午後1時

から3時

心身を禰性化
する呼吸法

1,50011j

(30名）
椛谷みよ子

●
２
３

銭
８
ｆ

分
《
叩
“

英
会
話
一
布
佐
蒲
付

往復ハガキて
栄10-24

野崎康宏
念(82)1447

第1．3木珊日

午後1時
から3時

英
会
話

1,000円

(30名）
初級英会話 鈴木光子

平成5年

4月

平成6年
3月

の
大
き
な
輪
に
成
長
し
た
。
活
動

は
毎
月
第
２
水
咄
日
に
つ
く
し
野

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ホ
ー
ル
に
集
ま

り
、
子
供
を
遊
ば
せ
な
が
ら
、
お

し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
情
報
を
交
換

し
た
り
し
て
い
る
。
な
か
に
は
、

「
子
育
て
の
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
の

第2．4木峨日

午前10時から正午

（場所が砿保さ
れた場合に限る）

布
佐
市
民
セ
ン
タ
Ｉ

往復ハガキて

布佐3276-9
野寺美智子
"(89)1062

布
佐
蒲
付

自分で蒲る

蒲付の韮礎
10500円

(20名）
須藤ふみ

Ｉ

湖
北
地
区
公
民
航

往復ハガキで

つくし野1-7-10

武者小路小代子
云(84)4394

湖
北
新
付

第1．3火珊日
午前10i時
から正午

自分で蒲る

茄付の基礎
1,500円
(20名）

美細瀧悦子

解
消
に
。
：
」
と
い
う
母
親
も
い
る
。

昨
年
に
は
、
公
卿
な
ど
遊
び
場

を
ま
と
め
た
「
ね
え
、
つ
れ
て
っ

て
」
も
発
行
。
「
他
に
も
出
し
た
い

テ
ー
マ
は
色
々
』
と
意
欲
を
見
せ

る
。
５
月
に
は
「
わ
つ
！
ど
う
し
よ

う
」
の
改
訂
版
を
発
行
す
る
予
定
。

希
望
者
は
〈
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

子
供
の
名
前
、
年
齢
を
響
い
て
左

記
へ
。

▼
問
い
合
わ
せ
石
川
美
子
つ

く
し
野
３
の
３
の
９
０
６
へ

綬
近
「
引
き
込
も
り
」
と
い
う

言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
登
校

拒
否
等
で
家
に
閉
じ
込
も
っ
て
い

る
状
態
を
言
い
ま
す
。

家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、
そ
ん

な
状
態
か
ら
早
く
抜
け
出
せ
る
よ

う
に
援
助
し
た
り
、
そ
の
他
幅
広

く
子
育
て
の
悩
み
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
来
室
ま
た

は
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
も

ち
ろ
ん
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▼
相
談
時
間
午
前
、
時
か
ら
午

後
４
時
主
・
日
峨
日
、
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
）
澱
用
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
家
庭
児
童
相
談

室
壷
（
理
１
１
１
１
内
線
３
５
２

家
庭
児
童

相
談
室
に

ご
相
談
を

子
育
て
の
悩
み
は

》
④
⑤
ｅ
①
③
③
⑪
②
⑪

Ⅱ
凝
り
ま
す
Ⅱ

▼
有
料
で
＊
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
デ

ス
ク
（
イ
ス
付
）
・
ポ
リ
バ
ス
、
×

卯
叩
へ
坂
本
壷
（
配
）
１
７
１
５
〉

Ⅱ
纏
っ
て
く
だ
さ
い
Ⅱ

＊
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト
〈
小
寺
壷
（
記
）

２
５
７
２
〉

▼
申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
．

。
限

小
春
日
や
千
倉
の
丘
に
花
を
摘
む
新
堀
孝
女

す
に
，

で
作
新
朋
の
し
っ
と
り
重
き
冬
の
雨
和
田
正
邨

－
１

ナ
人
課
・
…
：
…
…
…
…
・
…
．
：
…
…
・
…
・
・
・
…
：
：
…
・
・
・
：
…
…
．

王
画
醗
星
一
つ
か
が
や
き
て
見
ゆ
る
冬
の
宵
故
里
に
病
む
兄

る
キ
報
を
想
ひ
ぬ
奥
野
二
三

弐
硴
施
無
能
の
捧
雲
の
下
に
息
づ
け
る
青
き
芽
吹
き
に
心
蝿

ｆ－
蝿
蕊
勢
舜
峠
詑
夫
と
母
を
失
ひ
て
転
べ
ば
起
き
よ
と
風
吹

高
沢
千
代
子

渡
辺
万
里

り
週
孫
金
婚
と
鑑
識
と
共
に
と
り
の
春
こ
よ
な
き
幸
ぞ
共
に

》
》
誌
》
鱗
》
す
蕊
の
雨
に
葉
の
あ
ら
ぬ
公
孫
樹
の
大
木

い
詣
蝿
歯
』

締
り
応
中
空
に
立
つ

岡
田
溝
一

離
れ
住
む
娘
が
帰
り
来
る
寒
き
夜
を
ほ
ろ
ふ
き
大
根

》
鮒
嚇
騒
一
て
梵
錘
を
打
ち
た
る
人
等
に
雑
煮

安
楽
魏
子

奥
理
吏
江

本
南
天
を
つ
い
ぱ
む
鳥
の
影
見
え
て
明
る
障
子
に
日
脚

歌
山
尭
む
く

公
手
孝
嗣

短
認
し
の
蕩
符
墓
り
舅
部
暑
穿
黙

花
の
鉢

須
釜
資

つ
が
ひ
番
韮
て
沼
に
下
り
た
る
白
鷺
は
枯
華
の
か
げ
に
伸
く

し
頭
の
見
ゆ

関
口
静
江

俳句

染谷杲径選

は
な
ぱ
さ
み

立
春
や
手
に
ぬ
く
も
り
の
花
鋏
壁
谷
千
鶴
子

“

ペ
ン
を
棚
く
と
き
笹
鳴
き
の
し
て
を
り
ぬ
松
浦
白
梅

水
神
の
田
の
お
だ
や
か
に
春
う
ご
く
篠
田
ま
さ

踏
み
つ
け
て
春
の
音
か
そ
か
鬼
や
ら
ひ
小
山
三
雄

畦
に
添
ふ
細
き
流
れ
や
春
立
ち
ぬ
前
田
は
る

ね
は
ん
ゆ
き

病
棟
は
静
か
に
更
け
て
浬
樂
雪
公
手
孝
嗣

釣
り
人
の
み
な
北
風
に
背
を
向
け
て
田
中
栄
太
郎

新
月
の
い
ら
か
に
鞭
て
し
京
の
旅
斉
藤
幸
子

な
は
て

流
氷
の
き
し
き
し
架
け
り
北
の
涯
海
老
原
千
代
子

の
魯

寒
あ
け
を
軒
の
雀
に
教
え
ら
れ
有
馬
尚
二

つ

小
春
日
や
千
倉
の
丘
に
花
を
摘
む
新
堀
孝
女

新
聞
の
し
っ
と
り
重
き
冬
の
雨
和
田
正
邨

ﾛ

ｌ
ナ
ー
掲
載
は
市
民
生
活
課
消
費

生
活
係
で
電
話
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

▼
コ
ー
ナ
ー
利
用
の
注
意
取
り

扱
う
品
物
は
、
家
具
台
所
用
品

な
ど
を
主
と
し
て
、
日
用
雑
蛍
等

の
耐
久
消
費
財
と
し
ま
す
。
衣
類
、

生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

－

ﾘﾐ
ﾛ■■■■

一

ギ
海
ラ
リ
ー

’
１
４
１
口
い
’



あび

一ｒ
ｌ
‐

一
』(5)1993 第848号

Ｌ
［
』
壷
所
や
市
民
セ
ン
タ
ー
も
併
設

1 －

一 一、

布
佐
駅
橋
上
駅
全
佗
の
工
事
は
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
よ
っ
て
平
成
３
年

１
月
か
ら
行
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
４
月
の
供
用
開
始
に
向
け
順

調
に
進
ん
で
い
ま
す
（
写
真
）
。

こ
の
駅
舎
が
完
成
す
る
と
、
束

－

獅
紬
鞠
４
月
中
に
供
用
開
始

平成5年度‐
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｊ
ｌ
１
８
“
Ｄ
Ⅱ
Ⅱ
１
９
日
Ｂ
日
■
■
Ｂ
卸
■
画
■
■
１
１
１
１
１
１
１
１
‐
‐
１
１

あ
び

こ
少

あ
・
れ

し対象市内在住で継続して受講日(金、必着)までに我孫子新田34

できる方（お子様連れはご遠慮〈中央公民館へ

ださい)。し抽選応募多数の場合には抽選
し申し込み往復ハガキに住所、（結果については3月下旬に通知）
ふり力『な

氏名、年齢、電話番号、講座名、し問い合わせ各講師へ
受講場所、曜日を明記し、3月12

▼市民文化講座一覧（午前の部：午前10時～正午、午後の部；午後1時～3時）

嫌座も!｜連盟|期間|受鱒圓｜内容｜定貝｜愛臆料｜蔵師名(電鱈)｜
|I－lll

西
を
結
ぶ
自
由
通
路
か
ら
改
札

を
通
り
、
上
り
下
り
両
方
向
の

ホ
ー
ム
に
直
接
降
り
る
こ
と
が

で
き
、
大
変
便
利
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
東
側
１
階
に
は
布
佐

支
所
が
移
設
さ
れ
、
２
階
に
は

布
佐
市
民
セ
ン
タ
ー
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
ホ
ー
ル
が
併
設
。
約
堅
平

方
脚
と
約
犯
平
方
牌
の
集
会
室

や
付
帯
施
設
が
設
霞
さ
れ
ま
す
。

駅
舎
は
、
４
月
璽
日
〈
月
）
の

午
後
か
ら
供
用
が
開
始
さ
れ
る

予
定
で
す
が
、
支
所
、
天
テ
ー

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
の
利
用
に
つ
い

て
は
、
詳
し
い
こ
と
が
決
ま
り

次
第
、
広
報
あ
び
こ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

ツ

且

1

連盟臆座名 期間 受隣日 購師名(電賭）内容 喝所定員 受隣料

｜
男
女
２
０
０
人
が
熱
戦
を
展
開
可

毎週水昭日の
午前

漢字、仮名の初
歩から

中央
公民館

月額4,000円
(テキスl､代別）

山田柵一
盃82-4405

１
１

醤 道 20名
税孫子市

捗遊連盟平
成
４
年
度
市
民
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
大
会
が
、
２
月
７
日
市
民

体
育
館
で
男
女
８
チ
ー
ム
、
女

子
釦
チ
ー
ム
の
約
２
０
０
人
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

毎週土暇日の
午前

漢字、仮名の初
歩から

月訓40000円
(テキスト代別）

湖北地区
公民館

向敏子
査82弓945

湖北番道 20名

毎月第1・弟
3火昭日の午
前

茶道の初歩から
（表千家）

浅野枡枝
査82-8588

茶遊（表） 15名 月額2.500円

平
成
４
年
度
市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
、

中央

公民館毎月雛2，第
4火暇日の午
前

茶遊の初歩から
（裏千家）

商田充子
念82-1809

茶遊（翌） 15名 月械2,500
我孫子市

茶遊巡盟 毎月鋪1，弟

3木班日の午
前

茶遊の初歩から
（表千家）

中村規子
念8吟3503

湖北茶道(表） 15名 月額2,500円

こ
の
大
会
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

の
普
及
と
愛
好
者
の
親
善
を
深
め

る
た
め
、
市
の
体
育
指
導
委
員
連

絡
協
議
会
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て

毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
。

湖北地区

公民館毎月鋪2、鋪
4木暇日の午
前

茶遊の初歩から
（襲千家）

林みさを
電88-0138

湖北茶道（製） 15名 月赦2.500円

1
1’

1

1
11
il
F

f
O

や

｜
L

P

■

11

1

1

:l

I

l
q

q

l

」
p

P

f

l

I
r

■

■

1
J

，

f

f

J

毎週水咄日の
午前

鉛鉦デッサン、
油絵の初歩から

越阪部洋一
念82-8525

油 絵 20名 月額4,000円

中央

公民館
平
毎月鋪1、邦
3水IMuの午
前

水挫画の初歩
(花,（6）から山水
まで

jl$(12,000111

(テキスト代別）
小泉雅司郎
念84-9983

水撰剛 25希

狐孫f･ili

美術家協会
成

毎週火昭日の
午lilj

鉛筆デッサン、
油絵の初歩から

毛利弘子
念88-0548

湖北油絵 20名 ﾘ1M4,000円こ
試
合
は
、
４
人
制
の
予
選
リ

ー
グ
・
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方

式
で
行
わ
れ
、
白
熱
し
た
ゲ
ー

ム
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

で
は
、
か
け
つ
け
た
家
族
や
友

だ
ち
か
ら
「
頑
張
れ
」
、
「
あ
と

１
点
」
な
ど
の
熱
い
声
援
が
お

く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

男
子
の
部
優
勝
…
田
口
フ
ァ

ミ
リ
ー
、
準
優
勝
・
夫
子
山
、

第
３
位
．
・
布
佐
台
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

女
子
の
部
優
勝
…
お
や
じ
＆

お
ふ
く
ろ
、
準
優
勝
…
布
佐
台

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
Ａ
、
第
３
位
：
、

天
子
山

湖北地区

公民航

5

水盤画の初歩
(花‘鳥)から山水
までれi

毎週火咄日の
午後

月額4,000円
(テキスト代別）

小泉雅司郎
垂84-9983

湖北水墨画 25名 １
？
Ｊ
Ｂ
宜
日
・
Ｉ
ｒ
も

年

毎月第1、第
3水峨日の午
後

華道の初歩から
（雄月流）

月額1,000円
（花代別）

島田英幸
念88-0648

中央
公民館

税孫子生花 20名
4

毎月第1、鋪
3月暇日の午
後

我孫子

蕪遊巡盟

華遊の初歩から
（難月流）

月額1,000円
（花代別）

岩井幸枝
念88-2053

京栞銀行
布佐支店

布佐生花 20名
月

毎月第1、第

3木咄日の午
後

華遊の初歩から
（剛生派）

月額1,000円
（花代別）

外山ハマ
念88-3429

湖北地区
公民館

湖北生花 20名か

テ
ー
マ
は
「
万
葉
女
流
歌
人
の
世
界
」

肺
書
棚
古
典
文
学
講
座
が
好
評

４
回
シ
リ
ー
ズ
で
へ
万
葉
集

の
女
流
歌
人
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

て
、
そ
の
歌
が
う
た
わ
れ
た
背

景
な
ど
を
探
る
市
民
図
書
館
古

典
文
学
講
座
「
万
葉
女
流
歌
人

の
世
界
」
が
好
評
で
す
。

毎月鋪1，第
3金BM日の午
後

税孫子市
短歌会

山本箆太
念82-8408

短 歌 短歌の初歩から 30名 月額1,000円ら

中央

公民館あ
び

毎月第2、第
4日昭日の午
前

錨の初歩から
（宝生流）

早蹄矩造
云84-4187

平細（宝） 15名 月額1,000円
我孫子市

朏曲連合会 毎月第2、第
4日昭日の午
前

成 錨の初歩から
(Mfilf流）

市川剛
念82-4336

湖北地区
公民館

拙（観） 15名 月額1,000Iq
↓
」

frn"1、鋪
3金峨1Iの'1､
lil

6
アートフラワー
の初歩から

jIW(i2,()00111

(材料代別）
1I'村多牒f
公88-2605あ

れ
こ
れ

アーI､フラワー 15箔

よ
う
な
識
座
を
開
い
て
ほ
し
い
で

す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

取
材
当
日
の
亜
日
は
、
強
い
雨

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
ぼ
全
員
が

出
席
。
み
な
さ
ん
熱
心
に
誰
義
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
（
写
真
）
。

｜
募
集
に
あ
た
っ
て
は
、
定
員

帥
名
に
対
し
て
倍
近
い
応
募
が

あ
り
、
定
員
枠
を
、
名
増
や
し

た
ほ
ど
。
「
万
葉
集
の
人
気
の

高
さ
に
改
め
て
驚
か
さ
れ
ま
し

た
」
と
担
当
者
も
び
っ
く
り
。

受
識
者
の
一
人
は
、
『
万
葉
集

と
そ
の
背
景
に
あ
る
歴
史
と
の

か
か
わ
り
に
興
味
が
あ
り
応
募

し
ま
し
た
。
先
生
の
識
義
も
お

も
し
ろ
く
、
ぜ
ひ
ま
た
、
こ
の

中年 毎月鋪1，鋪
3金咄日の午
前

川添睦子
念88-9391

（夜1川のみ）

七宝焼の初歩力
ら

月額2,000円
(材料代別）

七宝焼A 15名

央3
毎月第1、邦
3木昭日の午
前

荻野紀子
念88-0968

（夜1111のみ）

七宝焼の初歩力
ら

月額2,000円
(材料代別）

七宝焼B 15名

公月

我
孫
子
市
手
工
芸
巡
盟

毎月第2、第
4金晒日の午
前

パンフラワー制
作、汕彩アレン
ジまで

月額2,000円
(材料代別）

阿部乃里子
か82-8556

パンフラヮー 15名

民＊
■か

毎月第1、第
3土昭日の午
lilI

月額2,000円
(材料代別）

山田狂子
a82-5041

井上雷子
念83-0409

手 網 手綱の初歩から 15名

館で

毎月第1、第
3火咄日の午
前

フランス刺繍の
初歩から

月額2,000円
(材料代別）

フランス刺繍 15名

毎月節1，第
3水咄日の午
前

川添睦子
念88-9391

（夜llllのみ）

七宝焼立体部門
（壷）

月額2,000円
(材料代別）

湖北七宝焼 15名

毎月第2、第
4水昭日の午
IW

パンフラワー制
作、油彩アレン
ジまで

一
Ｉ

湖
地
区
公
民
航

月額2,000円
(材料代別）

阿部乃里子
念82-8556

湖北パンフラワー 15名

毎月第1、第
3火昭日の午
後

月額2,000円
(材料代別）

鈴木辿子
丑84-1605

湖北手綱 手綱の初歩から 15名
■

推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
設

極
さ
れ
た
も
の
で
す
。

市
長
は
こ
の
会
を
招
集
し
、

織
長
を
務
め
（
写
真
）
、
会
の
円

滑
な
進
行
を
行
い
ま
す
。
会
で

は
医
療
問
題
、
疾
病
の
予
防
対

策
健
康
増
進
に
必
要
な
事
項

等
を
協
議
し
、
み
な
さ
ん
の
健

康
を
守
る
た
ぬ
関
係
機
関
の

検
の
連
携
を
保
っ
て
い
ま
す
。

大
井
市
長
が
会
長
、
議
長
、

委
員
等
を
務
め
る
会
議
、
審
議

会
懇
談
会
等
の
数
は
弱
を
数

え
ま
す
。

こ
の
医
癖
懇
談
会
も
そ
の
中

の
一
つ
。
市
と
医
師
会
、
歯
科

医
師
会
、
薬
剤
師
会
が
年
２
回
、

一
唾
に
会
し
、
み
な
さ
ん
の
健

康
保
持
や
地
域
医
療
の
円
滑
な

医
療
懇
談
会

毎〃鋪1，鞆

3水咄Hの午
前

腐崎雌．y
念84-54‘16

（夜llllのみ）

湖 北
フランス刺繍

フランス刺組の
初歩から

〃誠2,0001｣1

(材料代別）
15名

毎月第2、鮪
4木珊日の午
前

雁工芸の初歩か
ら

月額2,000円
(材料代別）

椎名洋子
a88-1565

古里蛾牧子
a87-2840

（夜llllのみ）

簾工芸 15名

ト鰯縦縦作成の初15名撫柵｝辮紙人形

前

※「自治会訪問」と「あのころの手賀沼」は都合によりお休みします。

毎月鋪1，鋪
3金珊日の午
前

紙人形作成の初
歩から

月訓2,000円
(材料代別）

紙人形 15名

’



弱び (6)
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’ 竜 や 法律相談が郡制に1
4月から法律相談の利用方法｜

議
し場所矛市民相談詮(市役所西

'別館Sf階）、〆、

|踊談時間11人20分以内
し予約方法相談白あ前週の永

#催醗ら電話受付、”
ﾚ'申し込み･問い鋪せ摩報，母へIも

広聴課市民相談係
《r＆

か寿や
すずきちな

鈴木智菜ちゃん
（天王台・1歳10か月）

国

'■■■

垂 彪 幕集募
,

平成4年生まれの赤ちゃん
ロ

ー竃I

伝対象平成4年中に生まれた赤

ちゃん

像応募方法ハガキに住所、保護
ふりがな

者名、赤ちゃんの名前、生年月日

性別､電話番号を明記して､3月12

日(金、消印有効）までに我孫子

1858広報広聴課へ

※掲載する場合は、係から電話で

連絡します。

なお､昨年応募されだ方のうち、

掲載できなかった皆さんにお詫び

いたします。

●

Ｐ
－
１

’
、

’
いいだまこと

飯田真〈ん
（下ケ戸。2歳1か月）,1

総
職
区
合

１
１ ’棗臺睾鑿鎧

《
皀
貝

平成5年2月1日現在＊世帯数40,547世帯
人口122,872人男61,661人女61,211人
●市役所本庁85-1111●市民図書館本館84-1110
●つくし野支所84-8801湖北台分館87-3055

●湖北台支所88-0828布佐分館89-1311
●湖北支所88-2111移動図書館87-0909

●布佐支所89-2358●都市改造事務所85-1171
●教育委員会85-1151●身体障害者福祉センター88-0141
●水道局84-0111●あらき園88-4188
●消防署84-0119●つつじ荘88-0123
●少年センター84-1900●西部福祉センター85-5818
●保健センター87-1131⑧生活環境課(浄化槽）87-2379
●市民会館84-3311（ゴミ)87-0015（し尿)88-2547
●公民館中央82-0515●近隣センター布佐南89-3740
湖北地区88-4433天王台北82-9988根戸83-5363

●鳥の博物館85-2212●市民センター寿83-7722湖北
●市民体育館87-1155台88-9927布佐89-1193

し日時3月17日(水)､24日(水)、

31日(水)午後1時30分から

桜場所湖北地区公民館

傷対象60歳以上の男性

シ定員各日とも先着20名

し参加費500円(エプロン持参）

少申し込み・問い合わせ電話で

社会福祉協議会丑(84)1539へ

惨勤務場所精神薄弱者壹牛施設

「みどり園｣(中峠）

し職種・受験資格生活指導員：

昭和40年4月2日から48年4月1

日生まれの女性で、次のいずれか

に該当する方。①大学、短大卒(見

込み含む）で社会福祉、心理学、

教育学、社会学の学科を専攻した

方。②専修学校卒(見込み含む)で

社会福祉に関する学科を専攻した

方。⑧高卒以上で、2年以上精神

薄弱者の福祉に関する事業|こ従事

した方。④教職資格を有する方、

生活指導補助員：昭和45年4月2

日から50年4月1日生まれの女性

で高卒(見込み含む)以上の方。

給食調理員：昭和29年4月2日か

ら50年4月1日生まれの女性で学

歴は問わない。

少採用数いずれも若干名

修願霧受付期間3月1日(月)か

ら10日(水)までの午前9時から午

後5時(土・日曜日除く）

し試験日3月13日(土）

し申し込み・問い合わせ東葛中

部地区総合開発事務組合（柏市役

所第1庁舎4階）盃(64)5251へ

し日時3月12日(金)、5月21日

(金)､6月17日(木)､7月9日(金)、

9月16日(木)、10月29日(金)の午

前10時から正午(全6回）

し場所柏市教育福祉会館

惨テーマ子{共に学ぶ家庭教育

し申し込み・問い合わせ明るい

社会づくり柏地区推進協議会事務

局壷(34)7271(10時から14時の間）

’ ’総合空手同好会員
し練習日・場所毎週月．木曜日

午後7時から9時湖北台西小学校

体育館、毎週火曜日午後7時から

9時天王台北近隣センター（場所

が確保された場合に限る）

し対象成人男女(会費月1000円）

し申し込み・問い合わせ遠田a

(84)4369

｜我孫子剣道連霊芸壹］
し練習日・場所毎週日曜日午前

9時から手賀沼仮設青年館

し対象小学校1年生以上

傍申し込み・問い合わせ3月31

日(水)までに電話で藤盛壷(83)06

98へ

園 圖国｡’ ’経済講演
《
室 ’初級英会話会員

’ 勘Z室全」
伝曰時3月S日(木)午後2時か

ら4時(入場無料）

険場所市民会館大会議室

像内容これからの日本経済

し講師都留照人氏（経済・証券

ジャーナリスト）

し問い合わせ商工観光課

ﾀー ゲｯﾄバー 修日時毎週金曜日午後1時から

3時(会費は月額3000円程度）

し場所市民会館

し内容NHK続基礎英語程度

し申し込み・問い合わせ佐藤

丑(88)6309

⑳⑤⑧圃感
▼陶炎一同様から社会福祉事業基

金にと第6回陶炎チャリティー陶

芸展の収益金34万8500円の寄付が

ありました。

道連し日時3月21日(日)午前9時30

分市民陸上競技場集合(雨天中止）

し種目男・女個人戦（ウェッジ

コース18ホール、新ペリア方式）

侯持参ゴルフクラブ(PW)

陰参加貢格市内在住、在勤、在

学の高校生以上

し参加黄1人500円(当日徴収）

し申し込み・問い合わせハガキ

まだは申込ま（体育課、市民体育

館に有り）に住所、氏名、年齢、

性別、電話番号を明記し、3月12

日(金、必着)までに我孫子1684教

育委員会体育課容(85)1151へ、な

お、当日の問い合わせは市民体育

館蚕(87)1155へ

｜

’釜民霊『男塾｣公開講演会 ｜
今

1

傍白時3月13日(土)午後2時か

ら4時(入場無料）

しテーマ悪徳商法に気をつけて

伝溝師安田久子氏（消費生活相

談員）

陰場所・問い合わせ中央公民館

垂(82)0515

I

|ｼﾙ-A材ｾﾝﾀー会員 ’
グ

伝対象おおむね60歳以上で働く

意欲のある健康な方

し仕事内容屋内外の作業（ふす

ま・障子張り、大工作業、ペンキ

塗り、植木のせん定、和裁、公園

清掃、除草、草刈りなど）、次の

ものは急募（我孫子駅前駐車場管

理、各駅自転車整理、つつじ荘清

掃、終末処理センター投入受付、

クリーンセンタートラツクスケー

ル計量の各業務）なお、仕事はセ

ンターから連絡。技術講習も開催

し報酬仕事霊に応じ配分金支給

傍申し込み・問い合わせシルバ

ー人材センター電(88)2200

1月’
－消蚕圭活相幽＝市民相岐窒10:00～15:00
＝心配ごと相睡＝密市民センター9:00～15:00
＝画・都税鑛4期納期限

〃市民図■皿･馬の博物皿･つつじ荘･西剖福祉センター休距
・法律相談＝市民相談室9:00から先着10名程度
言つつじ荘休館

画西部福祉センター休館

一消蚤生活相談＝市民相談室10:00～15;00
彦市民図書館休館

溌
函
Ｓ
月
翻
翻

２
’
３

火
一
水

陸~絵僅噌琴雪司
|第6ﾛ柵諦轌霊羅1

少曰時3月13日(土)午前g時30

分から11時30分)(参加無料、学校
休業の土曜巳です）

し内容①影絵、②人形劇、⑧○

HPで遊ぼう

し場所・問い合わせ湖北地区公

民館念(88)4433

第6回翻諦

斗木屡日時3月28日(日)午前9時受

付、g時30分試合開始

陸場所市民体育館

炉参加責格市内中学生（シング

ルスは1人2種目まで）

し種目A1年男子シングルス、

B1年女子シングルス、C2年男

子シングルス、D2年女子シング

ルス、Eオープン男子シングルス、

Fオープン女子シングルス、G男

子ダブルス、H女子ダブルス

し参加壷シングルス1種目100

円、ダブルス1組200円(当日徴収）

し申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、電話番号、種目を

明記し、3月12日(金、必着)まで

につくし野3の5の103吉田常子
毒(82)6974へ

5金 の-鰹康相談＝つつじ荘10?00～11:30

【ﾝ市役所閉庁(－部の施設は除く）
〃酒害相談＝寿市民センター9:30～11:30

帷
一
胴

固圃回国
冒鱗繍､燕’鵺譲能。 ’ ’3B体操会員 －

i f"
シ日程7月11日（日）

朕場所県文化会館大ホール

侯募集人数100名(各パート25名）

伝曲目モーツァルト作曲「戴冠

式ミサ」

し申し込み・問い合わせ住所、

氏名、年齢、職業、電話番号、パ

ートを明記し、返信用封筒(住所、

氏名明記、62円切手貼付）を同封

のうえ、3月10日(水、消印有効）

までIこ〒260干葉市中央区中央4

の13の28県教育庁文化課干葉県生

誕120周年記念合唱コンサート係
電043(223)4127へ

伝日時・場所午前の部：毎週火

曜日午前10時から正午、龍ケ崎信

用金庫布佐支店2階ホール、夜の

部：毎週金曜日午後7時30分から

9時、布佐南近隣センター（場所

が確保された場合に限る）※入会
金、会費あり

惨問い合わせ午前の部鈴木盃

(89)1281、夜の部村越登(89)3439

1
L壷i…福祉ワー

ご利用ください(那貿）
し曰時3月13日(土)午後1時か

ら5時(参加費無料）

し場所ホテルサンガーデン柏

r天空の間」

し対象福祉施設等の就臓希望者

し内容①講演、②福祉職場の説
明・相談

し問い合わせ県社協福祉人材情
報センター念043(248)1294

ワ

職
●C●

H(B5)5000 ’一－ー－

14e!･冒惑繍室
，｜

－ー一一一一一一

．消斑生活相股＝

15月”心麗ごと相談＝
画市民“随･陽の博物

豆法律相談＝市民

1⑰火。つつじ荘休鴎

織誌蕊藷誌鋤)0:耐側

篭
市役所の各種手続き方法や施

設案内など62項目の情報をお知

らせしています。なお、一部で

ご利用できない電話機がありま

す。ご了承ください。

世問い合わせ広報広聴課

・消斑生活相股＝市民相談室10:00～15:00
豆心配ごと相談＝寿市民センター9:00～15:00
〃市民“随･陽の博物恩･つつじ荘･西剖剛ｾﾝﾀー 休館

彦法律相談＝市民相談室9伽から先穂10名程度
豆つつじ荘休館
一西部福祉センター休館

伝募集期間4月5日(金)まで

伝入学資格高校卒業以上

民問い合わせNHK学園高等学
校専攻科査0425(72)3151

日曜当番医･1週間の行事
二全

囎謡蕊密醗




